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 要  旨 
 
外来放射妨害波に対する電子機器の耐性(イミュニティ)や感受性を測定するた
めのTEM導波路装置として，TEMセルや，GTEMセルなどが挙げられる．しかし，こ
れらはいずれも一定方向のTEM電磁界を発生させ，放射イミュニティ特性を測定す
る手法である．我々の研究室で提案している回転電磁界を用いた新しい放射イミ
ュニティ試験法を安価なテスト設備であるTEM導波路装置に応用するため， 4セプ
テムTEMセルを開発している．現在，電波暗室内にて直交ダイポールアンテナを用
いて回転電磁界を発生させている．本セルはセル内部に4枚の平板状内導体(セプ
テム)が存在しており，対向するセプテムを位相差180°で励振することで等価的
に平衡モードの電磁界を発生させて，直交する2組のセプテムがアンテナの代わり
となり，回転電磁界を発生させる仕組みとなっている． 
本研究では，本セルを多導体線路系とみなし，電信方程式をたて，伝送線路理
論からその特性を明らかにしている．セルの伝送特性方程式はセプテムの相互キ
ャパシタンスによって決定されるため，セルが完全な相似系であるという仮定の
もと，セプテムの寸法を決めるパラメータを変化させ，有限要素法をベースとし
た 2 次元電磁界解析シミュレータを用いて，セルの単位長当たりのキャパシタン
スを計算し，伝送方程式の面からセルを設計している．また，プロトタイプを試
作し，伝送特性の測定結果からセルを評価している． 
さらに，本セルを用いて回転電磁界を発生させ，セル内部で電磁界が回転して
いる様子を確認している．また，放射イミュニティ試験を行う際，EUT を配置す
る空間にできるだけ均一な電磁界を発生させることが望ましいため，本セルを用
いて発生させた回転電磁界の均一性について検証している． 
最後に，簡単なモデル(マイクロストリップ線路)を EUT(被測定器)として用い，
感受性試験を行うことで，回転電磁界を用いた感受性イミュニティ試験装置とし
て 4 セプテム TEM セルを評価している． 
 
 
